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国による羽田空港新飛行経路の決定について 

 

国（国土交通省）は、２０２０年オリンピック･パラリンピック東京大会の円滑な開催や

その先を見据え、羽田空港における国際線発着回数の増加などの機能強化を目的とした、新

たな飛行経路案（中野区上空を通過する案を含む）を検討してきたところである。 

このたび国は新飛行経路運用に係る「羽田空港機能強化に向けた追加対策」と中野区が提

出した意見への回答を示し、その上で羽田空港新飛行経路を決定したため報告する。 

 

１ 「羽田空港機能強化に向けた追加対策」の主な内容 

（１） 国際線の着陸料金体系の再見直し 

（２） 南風好天時における飛行高度の引き上げ 

（３） 航空機騒音の測定局の新設 

（４） 落下物防止対策基準の充実 

（５） 落下物対策に関するホームページ等による定期的な情報提供 

（６） 羽田空港機能強化に関する引き続きの情報提供の実施 

（７） 自治体向けの情報提供の充実と運航開始後の関係自治体との情報共有・意見交換の 

場の設定 

 

２ 中野区が提出した意見に対する国の回答（「羽田空港の機能強化に対する都及び関係区

市の意見への回答」から抜粋） 

別紙１のとおり 

 

３ 中野区上空を通過する新飛行経路の概要 

  別紙２のとおり 

 

４ 今後のスケジュール 

 

事項 時期 

飛行検査 

（各種施設の検査を小型機で行うもの） 
令和元年８月下旬から１２月末頃まで 

旅客機を使用した試験飛行 令和２年１月下旬以降 

新飛行経路運用開始 令和２年３月２９日（予定） 

 







 

別紙２ 


